
令和7年度

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

1
こどもの活動等のスペースが十分に確保
されていると思いますか。

12 3 1

・もう少し広いとありがたいです。
・日によって活動人数、内容が違うので手狭に
感じてしまう事も…
・人数が多い時等は、もう少しスペースがある
と良いなと思います。
・走り回れるスペースがあるので
・人数が多い時は他の子とぶつかったりしてい
たが、今は充分なスペースで活動できていま
す。

法令を遵守し、安心と支援の目と手が行き届くようすスペー
スと人数を考慮して、安全に活動できるよう努めています。
親子参加に重きを置いているため、伸び伸びと身体を動かす
には狭さを感じますが、職員人数もその都度調整しながら活
動を実施していきたいと思います。お散歩や外活動など屋外
で思い切り身体を動かせるような活動も取り入れています。
活動していく中で、スペースをどう有効的に使っていくかを
日々試行錯誤しながら活動を考えています。その際には、で
きるだけ密にならずに活動ができるような設定を心掛けてい
ます。

2
職員の配置数は適切であると思います
か。

15 1

・よく見てくれています。
・多めはあっても、少ないと感じることはあり
ません。ありがたいです。
・子どもの数に合わせて職員の方の人数を増や
しているのでよいと思います。
・いつも目の届くスタッフさんがいてとても安
心です。

利用児の人数に対して法令で定められている職員数より多く
配置しています。専門職を中心に支援方針や関わり方につい
て、日々検討し適宜研修を行っています。ご家族とお子さま
の様子や支援方法について共有し、専門性を感じて頂けるよ
う努力します。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造
化された環境になっていると思います
か。また、事業所の設備等は、障害特性
に応じて、バリアフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされていると思いま
すか。

13 2 1
・個々というのは、弱い気がします。
・家具があまりないのでピンときません。

個々のお子さまが理解し行動しやすい生活空間となるよう活
動や片付けの場所や方法など検討しています。洗面所の段差
が一カ所ありますが、滑り止めシートを貼り対応していま
す。怪我防止の為に、窓ガラスには飛沫防止シート、壁には
クッションマットを貼り、床は厚めのクッションマットを全
面に敷き詰めています。
マンションの出入り口は階段となっていますが、ベビーカー
をご利用の際には出来る限りサポートしていきたいと思いま
す。それぞれに必要な設備、おもちゃ、福祉用具などを適宜
検討していきますので、今後とも要望は遠慮なくお申し出く
ださい。

事業所名 ： ハートシード風【児童発達支援】
実施時期 ： 令和7年9月
対 象 者　： 実施時期にハートシード風に通所する就学前児童の保護者　24名（回答　16名）
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【保護者等向け】児童発達支援評価表 結果集計 および 方針のご説明
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4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっていると思いますか。また、
こども達の活動に合わせた空間となって
いると思いますか。

16 ・いつも清潔で気持ちよく感じます。

衛生管理面では、毎日活動後に感染予防のため塩素系漂白剤
で床や椅子、遊具や活動で使った物(絵本や文房具類など)を
拭いています。クラスの入れ替え時には、換気、消毒を徹底
し、活動中は小窓(子どもが届かない所)を開け換気していま
す。ペンや磁石など細かい物の整理管理に努めます。午後の
活動時には、西日によって眩しくなる時間帯があるため、
カーテンを閉めて対応しています。
トイレについては、プライバシーにも配慮できるようにドア
にカーテンを付けています。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの
特性等に応じた専門性のある支援が受け
られていると思いますか。 

14 2

・理解はしてくれているが、個々というのは弱
い気がします。
・十分に理解しようと常に情報を把握して下さ
り、子どもによって対応をわけてくださいま
す。
・日々、先生方が一人ひとりの子の特性が成長
に丁寧に寄り添って下さるので心から感謝して
います。

当事業所は、作業療法士、言語聴覚士、公認心理師、社会福
祉士、保健師、保育士、児童指導員を配置しております。そ
れぞれの専門性を発揮しながら、チームで個々のお子さまの
発達や特性に応じたきめ細やかな支援が提供できるよう努め
ています。個別支援計画、専門的支援計画に基づきながら、
１人ひとりの特性を保護者と共有しながら、支援していきた
いと考えています。

6
事業所が公表している支援プログラム
は、事業所の提供する支援内容と合って
いると思いますか。

16
公表が義務づけられた支援プログラムは、話し合いを重ねて
作成し、R6年度より公表しております。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保
護者のニーズや課題が客観的に分析され
た上で、児童発達支援計画（個別支援計
画）が作成されていると思いますか。

15 1

・計画はされていると思うが、ペースが合って
いるかは分からない。
・いつも丁寧で情報量も多く発達支援センター
の方も感心するほどです。
・面談のたびによくみてくれてるなーと思いま
す。
・先生方が情報共有しながら専門性を活かした
適切な支援を考えて下さり、親身な対応をして
頂き感謝しています。

契約時に支援計画を作成し、半年毎に見直し（モニタリン
グ）をしております。
支援計画の見直し前に質問紙をお渡しして、ご家族のご要望
などを伺っています。お子さまやご家族の気持ちに寄り添い
ながら、良い支援を考え作成したいと努めています。
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チェック項目 はい どちらとも
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8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガ
イドラインの「児童発達支援の提供すべ
き支援」の「本人支援」、「家族支
援」、「移行支援 」で示す支援内容から
こどもの支援に必要な項目が適切に選択
され、その上で、具体的な支援内容が設
定されていると思いますか。

15 1

児童発達支援ガイドラインとは、障がいのある子どもに提供
すべき支援の質を確保するために、基本的な内容や運営を定
めた全国共通の枠組みです。
私たちの事業所は、これを踏まえて事情に応じた創意工夫を
し、機能や質の向上を図る努力をしています。
個別支援計画の作成過程や活動の中で具体的な支援を実施す
る上では、ガイドラインに示されている要件を踏まえつつ、
お子さまとご家族の様子、環境の状況に必要な支援を選択し
設定します。支援の範囲は広く、活動を通したお子さまに対
する直接的な支援のほか、間接的な環境づくりの支援(ご家族
に対する支援、地域の保育園、幼稚園、学校などの連携や、
地域活動への参加に向けた体制づくり)も大切と考えます。
児童発達支援ガイドラインは、事業所内(ピアノの棚)に常備
しております。(WEB上でも公開されています)ご自由にご覧
ください。ご不明な点がございましたらいつでもお声がけく
ださい。
ご利用者様にとって適切な支援計画が策定できるよう、日々
研鑽を積んでいきたいと思います。

9
児童発達支援計画に沿った支援が行われ
ていると思いますか。

14 1 1 ・達成感がないので分からない。

支援計画上の具体的支援内容を職員間で共有し、関わり方を
検討しながら日々の活動を組み立てています。活動の中でお
子さまの様子についてご家族とお話しています。活動後は、
支援計画に沿った支援が行なわれたか振り返りを行なってい
ます。

10
事業所の活動プログラムが固定化されな
いよう工夫されていると思いますか。

15 1

・工夫されていると思う。
・色々と工夫されていて、毎月新鮮な気持ちで
参加しています。
・毎月やる事が変わり楽しめます。
・月ごとにプログラムがかわるので楽しみで
す。
・毎月様々なプログラムが考えられて飽きなく
利用できています。

お子さまにとって興味関心が自然と湧いて体が動くような遊
びに繋がるように、個々のお子さまの発達や特性を踏まえ
て、幅広い遊び、多様な楽しみ方が出来るような活動構成を
考えていきます。その上でひとつの活動を繰り返したり、継
続することの意味や大切さもあると考えています。やってみ
たい活動や楽しかった活動など、ご要望やアイデアなどがご
ざいましたら参考にさせて頂きたいと思います。お気軽にお
話しください。
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11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交
流や、その他地域で他のこどもと活動す
る機会がありますか。

2 3 3 7
・通園していないので分からない。
・あればとても良い機会になると思います。

外活動の日には、近隣の公園で地域の方や、他の保育園、幼
稚園のお子さま達と交流をもつ機会があります。
同法人事業所の放課後等デイサービスのイベントに、交流の
一貫として年長児の親子で参加しました。小学生との交流も
あり、新鮮な時間となりました。
今後も少しずつ交流できる機会を設け、地域での交流の場を
増やしていきたいと思います。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援
プログラム、利用者負担等について丁寧
な説明がありましたか。

15 1 ・毎回丁寧な説明があります。

ご契約時と、更新時にお話をさせて頂いています。ご利用開
始後にご不明な点は、遠慮なくお尋ねください。運営規程な
どの書類は、事業所内（ピアノの棚）に常備してありますの
で、ご自由にご覧ください。

13
「児童発達支援計画」を示しながら、支
援内容の説明がなされましたか。

16 ・毎回丁寧な説明があります。

児童発達支援計画を作成後、面談にてご家族と共有していま
す。丁寧な説明を心掛けています。
半年毎の児童発達支援計画の見直し時期に加え、お子さまの
日頃の姿・家庭生活・集団生活での変化を見ながら、必要に
応じて行っています。

14

事業所では、家族に対して家族支援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング等)や
家族等も参加できる研修会や情報提供の
機会等が行われていますか。

14 1 1
・ペアレントトレーニングはしてほしい。
・連絡ノートみたいなのがあり、スタッフさん
皆が把握しているようで安心です。

親子で参加して頂く活動の中で、お子さまの特性や接し方を
学ぶことを、家族支援と捉えています。日々の活動場面やマ
ザ－リング、面談などを通してお子さまとの関わりや声かけ
などについて一緒に考えています。
ご家族のご希望に応じて、コース(８～９回)での受講も可能
です。プログラムに参加をご希望される方はお申し出くださ
い。

保
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チェック項目 はい どちらとも
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15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合
い、こどもの健康や発達の状況について
共通理解ができていると思いますか。

16
・よく話を聞いてくれます。
・連絡ノートみたいなのがあり、スタッフさん
皆っが把握しているようで安心です。

クラスによっては連絡帳(ノート)でのやり取りをしていま
す。最近のご家庭での様子や所属園での様子を共有していま
す。
発達の状況や課題についてもそれぞれの考えを話し合ってい
きます。いつでもお話が出来るよう心掛け、ご利用時にお子
さまの様子やご家族の思いをお聞きしています。活動中に十
分な時間がとれない時は、面談や電話もご利用ください。
職員一同努力しているところですが、発達の見立てや保護者
との共有には、更に研鑽が必要と考えています。

16
定期的に、面談や子育てに関する助言等
の支援が行われていますか。

14 1 1

・すぐ聞いてくれます。
・めばえっこクラスになってから個別での聞き
取りがないので話ができず少し残念です。
・定期的にあり良い支援だと感じます。
・個別支援作るタイミングで面談
・子育てでつまずく事や悩む日常に寄り添った
手厚い支援をして頂き感謝しています。

親子クラスでは、朝の受け入れ時にお話を伺っております。
必要に応じて、その都度お時間をとりお話を伺います。支援
計画の更新時、定期的にご家族との面談を行なっています。
めばえっこクラス、みのりっこクラスでは、マザーリング(保
護者同士の交流の時間)を実施しています。保護者間の情報交
換の場になり、とても貴重な時間となっています。今後も
ハートシード風での様子やご家庭での様子を踏まえて、ご家
族の考えやご要望をお聞きしながら、お子さまのことを一緒
に考えていけたらと思います。

17
事業所の職員から共感的に支援をされて
いると思いますか。

16

・すぐ対応してくれます。
・こちらの話をよく聞いていただいています。
・共感的に支援されており救われます。
・共感してくれるし「大変ですね」的なねぎら
いもしてくれます。
・いつも話を聞いてくれて嬉しいです。

日頃から、お子さまや保護者の方に共感的に寄り添いなが
ら、お話を伺っていくよう心掛けています。活動前の聞き取
りやお話の中で、共有していくことや、コミュニケーション
を大事にしながら支援していきたいと思います。ご利用者様
にとってより良い支援が提供できるように、日々研鑽を積ん
でいきたいと思います。
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18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により、保護者同士の交流の機会
が設けられるなど、家族への支援がされ
ているか。また、きょうだい向けのイベ
ントの開催等により、きょうだい同士の
交流の機会が設けられるなど、きょうだ
いへの支援がされていますか。

10 3 1 2

・保護者同士の交流はほとんどありません。
・保護者はマザーリング(話し合い)があるけれ
ど兄弟のものはなかったと思う。
・子どもの発達時性に測って細やかに支援して
頂き、笑顔で参加できるようになり先生方には
本当に感謝しています。

ハートシード風の児童発達支援は、親子クラスからご利用が
始まります。親子で活動する中で、親御さん同士も少しずつ
知り合いながら、交流を深めています。
保護者同士がゆっくり話せるような時間も提供できるように
職員間で検討していきたいです。
めばえっこクラスは、マザーリング(保護者同士の交流の時
間)として、その日の活動の振り返りを共有する時間を設けて
います。まな子どもクリニックからお越し頂いている公認心
理師も同席し、一緒に振り返りをしながら関わり方を学んで
います。
今後も皆様のご要望を伺いながら、ご家族の情報交換や保護
者間の交流できる機会を大切にしていきたいです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについ
て、対応の体制が整備されているととも
に、こどもや保護者に対してそのような
場があることについて周知・説明され、
相談や申入れをした際に迅速かつ適切に
対応されていますか。

14 2

・何かあって相談するとすぐ対応してくれま
す。
・あまり個別の相談をしたことがないので分か
りません。

ご家族からのご相談やお申し入れがありましたら、大切に受
け止め、すぐに対応するよう心掛けています。
相談や申し入れを受けた時には、重要事項説明書に記載され
た方法で迅速に対応させていただきます。遠慮無くお申し出
ください。
苦情解決に関する相談、お問い合わせ先を玄関先に提示して
ありますのでご覧ください。
【①事業所内苦情解決管理責任者 ②苦情解決連絡協議会(第
三者委員) ③行政機関苦情受付機関】

皆様のニーズを検知出来るよう広い視野とよく聞く耳を持て
るように努力していきたいと思います。ご希望がありました
ら、面談の機会を設けられるように対応していきたいと思い
ますので、気兼ねなくご相談ください。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝
達のための配慮がなされていると思いま
すか。

15 1

内容によりお手紙の配布や口頭、お電話など、ご家族の状況
に応じた方法で確実にやりとりするようにしています。いつ
でもお話が出来るよう心掛けています。活動内容について
は、おたよりの配布や口頭にてお伝えしています。
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21

定期的に通信やホームページ・SNS等
で、活動概要や行事予定、連絡体制等の
情報や業務に関する自己評価の結果をこ
どもや保護者に対して発信されています
か。

14 1 1
・更新されているのかもしれませんが、正直あ
まりＨＰを見ていないです。

皆様への必要な連絡事項や情報提供はその都度、掲示物や配
布物（毎月のお便り等）、口頭でのご連絡させていただきま
す。年に一度、ガイドラインに基づいたアンケート(保護者評
価・事業者自己評価)を実施し、ホームページ上で結果のご報
告をいたしております。必要に応じて一斉LINEやホームペー
ジお知らせ欄などを有効に活用していきます。

22
個人情報の取扱いに十分に留意されてい
ると思いますか。

15 1 ・正直分かりません。

個人情報の取り扱いには充分に気を付けていきます。関係機
関との連携などが必要な場合は、保護者様の同意を得た上で
行ないます。不都合やご心配などは遠慮無くお申し出くださ
い。

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急
時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等が策定され、保護
者に周知・説明されていますか。また、
発生を想定した訓練が実施されています
か。

14 2
・毎年行ってて良いと思います。
・あったかもしれませんが記憶にないです。

契約時にご説明しています。またマニュアルは事業所内(ピア
ノの棚)に常備しておりますので、ご自由にご覧ください。ご
不明な点がございましたらいつでもお声がけください。
今年度は、９月に避難訓練を実施しました。避難訓練週間を
設定し、災害時緊急メールの一斉配信と、各クラス地震を想
定した訓練を行ないました。
感染症予防対策として、ご自宅で検温し、連絡帳(ノート)や
記録表にその日の体調を記入して頂いています。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定
期的に避難、救出その他必要な訓練が行
われていますか。

16

・秋の避難訓練
・訓練を通して子ども達が安心して活動できる
ように先生方が細やかな配慮をして頂き感謝し
ています。

大地震など避難を要する災害の場合、ハートシード風は鎌取
コミュニティセンターが避難場所になります。今年度は、９
月に避難訓練を実施しました。事前に職員間で訓練をした
後、各クラスごとに避難訓練を実施しました。実際に緊急ア
ラーム音を鳴らして、事業所の建物から外に避難しました。
避難訓練での反省点を職員間で共有し、今後に活かしていき
たいと思います。
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護
者
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チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見 ご意見を踏まえた対応

25

事業所より、こどもの安全を確保するた
めの計画について周知される等、安全の
確保が十分に行われた上で支援が行われ
ていると思いますか。

15 1 ・あったかもしれませんが記憶にないです。

安全計画については、事務室にございますので、ご覧になり
たい方はお気軽にお声がけください。
契約時には、緊急連絡先やかかりつけ医等を確認していま
す。安全対策として、活動中の施錠、柵の強化をしていま
す。
外活動の際には、事前に経路、活動場所に下見に行っていま
す。危険箇所を確認し、安全に外活動が実施できるようにし
ています。

26

事故等（怪我等を含む。）が発生した際
に、事業所から速やかな連絡や事故が発
生した際の状況等について説明がされて
いると思いますか。

14 1 1 ・あったかもしれませんが記憶にないです。

活動中に事故や怪我などがあった場合には、状況を見て迅速
に対応しています。状況によっては、保健師、看護師の指示
を受けながら対応しています。分離活動の際には、速やかに
保護者の方に連絡し、状況を伝えています。活動終了後に
は、職員間で話し合い、事故報告書を作成しています。同法
人事業所とも内容を共有しています。事故や怪我がないよう
に努めていきたいと思います。

27
こどもは安心感をもって通所しています
か。

16

・今はだいぶ緊張もやわらいで安心できる場に
なってきたと思います。
・子ども達がハートシードに行きたい！と休み
の日にも言うくらい先生方とハートシードが大
好きです！

親子が安心して過ごせる場を目指しています。面談時や、分
離をする場合には、緊張や不安になることもあるかと思いま
すが、保護者の方と状況を共有しながら、お子さまの様子を
見て接していきたいと思います。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 15 1

・嫌がらなくなりました。
・子どもの意志や気持ちを大事にしてくださっ
ていると感じます。
・以前より楽しみに通所しています。
・行き渋りもないし、先生方にも心開いている
ように見えます。
・毎日「明日はハートシード？」と聞くくらい
楽しみにしています。

ハートシード風が、お子さまにとっても安心してリラックス
できるような場所にしていきたいです。お子さま自身や保護
者の方にもわくわく、ドキドキを感じられるような活動にで
きるように心掛けています。お子さまの主体性を大切にした
支援が提供できるように、活動内容を考えていきたいと思い
ます。今日の満足感、肯定感が次への期待、意欲、成長の糧
になると考えています。
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満
足
度

29 事業所の支援に満足していますか。 15 1

・団体行動に、もう一歩ほしい気がします。
・親子で参加できて良かったです。信頼できる
事業所です。
・とても満足です。良い事業所さんに出会えて
感謝です。
・母子とも暖かく迎え入れていただいて感謝し
ています。
・先生方が愛情をもって細やかに丁寧な支援と
して下さり、本当に心から感謝しています。

いつもハートシード風の支援にご理解、ご協力頂きありがと
うございます。
親子がいつでも楽しく安心して過ごせる場を目指していま
す。まずは、親子で一緒に活動する中で、喜びを共感し、自
信(主体性)を育んでいきます。親子の触れ合いを大事にしな
がら、活動を積み重ねることで、人への安心感や信頼感を深
めていきます。
お子さま、ご家族の願いに沿った支援ができますよう、今後
もコミュニケーションを大切に、丁寧に取り組んで参りま
す。ご相談やご要望やなど気になる点がございましたら、遠
慮無くお聞かせください。
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